
二
〇
二
三
年
度

日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会

・
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
研
究
発
表
要
旨

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
要
旨

期
日
　
六
月
三
日
（
土
）・
四
日
（
日
）・
五
日
（
月
）

会
場
　
日
本
女
子
大
学
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
成
瀬
記
念
講
堂

　
　
　
〒
112
―

8681
　
東
京
都
文
京
区
目
白
台
二
―
八
―
一

一
、
参
加
申
込
お
よ
び
参
加
費
の
支
払
い
は
、Peatix

も
し
く
は
同
封
の
振
替
用
紙
（
口
座
番

号
〇
〇
一
六
〇
―
一
―
一
〇
二
八
一
三
　
口
座
名
「
日
本
近
世
文
学
会
」）
に
て
、
五
月

十
二
日
（
金
）
ま
で
に
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
（Peatix

か
ら
の
申
込
は
十
三
時
締
切
）。

一
、
大
会
経
費
は
、参
加
費
千
円
、懇
親
会
費
五
千
円
（
飲
酒
を
さ
れ
な
い
方
は
四
千
円
）
で
す
。

一
、
出
張
依
頼
状
を
御
入
用
の
方
は
、職
名
・
提
出
先
及
び
期
間
を
明
記
の
上
、学
会
事
務
局
（
早

稲
田
大
学
）
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

一
、
大
会
経
費
をPeatix

か
ら
お
支
払
い
の
場
合
は
、
シ
ス
テ
ム
上
で
領
収
書
の
発
行
が
可
能

で
す
。
振
替
用
紙
に
て
お
支
払
い
の
方
、
学
会
印
入
り
の
領
収
書
が
必
要
な
方
は
、
会
場

受
付
に
て
発
行
い
た
し
ま
す
。
可
能
な
限
り
、
事
前
に
学
会
事
務
局
（
早
稲
田
大
学
）
へ

お
申
し
出
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
二
日
目
（
六
月
四
日
）
は
、
千
円
に
て
昼
食
（
弁
当
）
を
提
供
し
ま
す
。
希
望
者
は
学
会

参
加
申
込
と
併
せ
てPeatix

も
し
く
は
振
替
用
紙
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

一
、
研
究
発
表
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
場
の
成
瀬
記
念
講
堂
は
、
文
京
区
の
重
要
文
化
財
の
た
め
、

飲
食
禁
止
で
す
。
飲
食
の
際
は
控
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
近
隣
に
は
飲
食
店
が

少
な
い
の
で
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

一
、
研
究
発
表
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
ご
参
加
の
方
に
は
、
受
付
で
資
料
集
（
冊
子
）
を
お
渡

し
し
ま
す
。
大
会
に
不
参
加
で
資
料
集
の
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、
郵
送
会
員
は
同
封

の
振
替
用
紙
で
千
円
を
ご
送
金
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
会
員
の
方
は
、事
務
局（
早
稲
田
大
学
）

ま
で
メ
ー
ル
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
資
料
集
請
求
希
望
の
締
切
は
、
五
月
十
二
日

（
金
）
と
し
ま
す
。
資
料
集
の
発
送
は
、
大
会
終
了
後
に
お
こ
な
い
ま
す
。

一
、
三
日
目
（
六
月
五
日
）
の
展
覧
会
会
場
ま
で
は
、
各
自
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
参
加
に
は

事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
。
学
会
参
加
申
込
と
併
せ
て
、Peatix

も
し
く
は
振
替
用
紙
に

て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

一
、
同
封
の
振
替
用
紙
に
よ
る
年
会
費
の
振
込
は
で
き
ま
せ
ん
。
年
会
費
の
振
込
用
紙
は
『
近

世
文
藝
』
の
末
尾
に
綴
じ
込
ん
で
い
ま
す
。

一
、
宿
泊
等
に
つ
い
て
は
、
各
自
、
早
め
に
ご
手
配
く
だ
さ
い
。

一
、
会
場
受
付
に
て
「
託
児
料
金
補
助
申
請
書
」
を
配
布
い
た
し
ま
す
。
該
当
す
る
会
員
の
方

は
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

一
、
お
急
ぎ
の
御
用
は
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
本
近
世
文
学
会
春
季
日
本
女
子
大
学
大
会
実
行
組
織

　
日
本
女
子
大
学
文
学
部
文
学
部
日
本
文
学
科
　
福
田
安
典
研
究
室

〒
112
―

8681
　
東
京
都
文
京
区
目
白
台
二
―
八
―
一

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　fukuda@

fc.jw
u.ac.jp



日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会
の
ご
案
内

会
員
の
皆
様
に
は
時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
二
〇
二
三
年
度
春
季
大
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
二
〇
二
三
年
四
月
二
十
二
日

日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会
会
場
校
代
表
　
福
　
田
　
安
　
典

日
本
近
世
文
学
会
事
務
局
代
表
　
池
　
澤
　
一
　
郎

〔
日
本
近
世
文
学
会
事
務
局
〕

早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
　
池
澤
一
郎
研
究
室

〒
162
―

8644

 

東
京
都
新
宿
区
戸
山
一
―
二
四
―
一

電
　
話
　
〇
三
―
五
二
八
六
―
三
七
二
一
（
呼
出
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

info@
kinseibungakukai.com

大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
会
　
場
】
日
本
女
子
大
学
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス

【
行
　
事
】

第
　
一
　
日
　
六
月
三
日
（
土
）

委
　
員
　
会
（
一
一
・
四
〇
〜
一
三
・
〇
〇
）

委
員
会
会
場
　
百
年
館
五
階
　
五
〇
二
・
五
〇
三
会
議
室 

大
会
受
付
（
一
二
・
五
〇
） 

開
会
時
間
（
一
三
・
二
〇
） 

研
究
発
表
会
（
一
三
・
三
〇
〜
一
六
・
〇
〇
）

研
究
発
表
会
会
場
　
成
瀬
記
念
講
堂

１
　
陶
弘
景
と
孫
思
邈
　
―
―
『
戒
殺
物
語
・
放
生
物
語
』
と
善
書
を
め
ぐ
っ
て
―
― 

早
稲
田
大
学
（
院
）　
伊
　
　
　
　
　
丹

２
　
近
世
玉
藻
前
説
話
に
お
け
る
『
勧
化
白
狐
通
』
の
位
置

　
　 

―
―
先
行
狐
譚
の
継
承
と
発
展
に
着
目
し
て
―
― 

早
稲
田
大
学
招
聘
研
究
員
　
馮
　
　
　
超
　
鴻

３
　
和
刻
本
『
笑
府
』
三
種
の
比
較
を
め
ぐ
っ
て
　
―
―
藪
医
者
の
笑
話
を
中
心
に
―
― 

中
国
人
民
大
学
外
国
語
学
院
（
院
）　
粟
　
野
　
友
　
絵

４
　
江
戸
の
病
気
見
舞
い
本
に
み
る
疱
瘡
神
と
麻
疹
神

　
　
―
―
歌
川
国
芳
「
鎮
西
八
郎
為
朝
・
疱
瘡
神
」
図
を
視
野
に
―
― 

慶
應
義
塾
大
学
　
津
　
田
　
眞
　
弓

日
本
近
世
文
学
会
賞
授
賞
式
・
総
会
（
一
六
・
一
〇
〜
一
七
・
三
〇
）

懇
　
親
　
会
（
一
八
・
〇
〇
〜
二
〇
・
〇
〇
）

懇
親
会
会
場
　
七
十
年
館
一
階



第
二
日
　
六
月
四
日
（
日
）

大
　
会
　
受
　
付
（
九
・
三
〇
）

研
究
発
表
会
（
一
〇
・
〇
〇
〜
一
二
・
三
〇
）

研
究
発
表
会
会
場
　
成
瀬
記
念
講
堂

閉
会
（
一
六
・
二
〇
）

昼
　
　
休
　
　
み
（
一
二
・
三
〇
〜
一
三
・
三
〇
）

編
集
委
員
会
会
場
　
百
年
館
　
二
〇
一
教
室

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
一
三
・
三
〇
〜
一
六
・
〇
〇
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
場
　
成
瀬
記
念
講
堂

５
　
百
首
歌
・
題
詠
・
画
中
歌
・
絵
入
本
の
Ｔ
Ｅ
Ｉ
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
の
試
み

　
　
―
―
天
和
三
年
刊
・
菱
川
師
宣
画
『
絵
入
藤
川
百
首
』
を
例
と
し
て
―
― 

国
文
学
研
究
資
料
館
特
任
助
教
　
　
幾
　
浦
　
　
裕
　
之

６
　『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
画
巻
に
つ
い
て 

東
洋
文
庫
研
究
員
　
　
深
　
沢
　
　
眞
　
二

７
　
素
龍
関
連
の
『
奥
の
細
道
』
写
本
を
め
ぐ
っ
て 

中
部
大
学
　
　
岡
　
本
　
　
　
　
聡

８
　『
猿
蓑
』
発
句
部
の
再
検
討 

和
洋
女
子
大
学
　
　
佐
　
藤
　
　
勝
　
明

「
没
後
二
百
年
　
大
田
南
畝
を
語
る
」

　〈
第
１
部
〉

寛
政
十
一
年
の
幕
臣
文
化
圏
の
一
員
と
し
て
の
大
田
南
畝
　
―
―
附
・『
ひ
と
も
と
草
』
伝
未
詳
作
者
考
―
― 

広
島
大
学
　
　
久
保
田
　
　
啓
　
一

旗
本
文
人
の
領
域
―
―
寛
政
二
年
の
大
田
南
畝 

成
城
大
学
　
　
宮
　
崎
　
　
修
　
多

　〈
第
２
部
〉

上
方
か
ら
見
た
大
田
南
畝 

日
本
女
子
大
学
　
　
福
　
田
　
　
安
　
典

石
川
淳
の
「
お
と
し
ば
な
し
」
と
南
畝
の
戯
作 

立
正
大
学
（
非
）　
　
宮
　
内
　
　
淳
　
子

 

デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト
　
　
　
　
法
政
大
学
　
　
小
　
林
　
　
ふ
み
子

 

司
会
　
　
　
　
　
　
　
白
百
合
女
子
大
学
　
　
宮
　
本
　
　
祐
規
子

第
三
日
　
六
月
五
日
（
月
）

展
覧
会
特
別
公
開

た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
「
没
後
２
０
０
年 

江
戸
の
知
の
巨
星
　
大
田
南
畝
の
世
界
」

　�

学
会
員
限
定
で
無
料
公
開
を
行
い
ま
す
。
時
間
内
に
各
自
で
ご
見
学
く
だ
さ
い
（
十
四
時
は
閉
館
の
時
刻
で
す
。
余
裕
を
持
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
）。

　
見
学
希
望
者
は
、
必
ず
大
会
参
加
申
し
込
み
と
併
せ
てPeatix

ま
た
は
振
替
用
紙
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
展
覧
会
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http:w

w
w
.tabashio.jp)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
特
別
公
開
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
学
会
事
務
局
へ
お
願
い
致
し
ま
す
。



研
究
発
表
要
旨

陶
弘
景
と
孫
思
邈

―
―
『
戒
殺
物
語
・
放
生
物
語
』
と
善
書
を
め
ぐ
っ
て
―
―

早
稲
田
大
学
（
院
）　
伊
　
　
　
　
　
丹

陶と
う
こ
う
け
い

弘
景
と
孫そ
ん
し
ば
く

思
邈
は
、
と
も
に
中
国
の
名
医
・
道
士
で
、
医
薬
・
博
物

学
な
ど
に
精
通
し
、『
本ほ
ん
ぞ
う草

経き
ょ
う

集し
っ
ち
ゅ
う

注
』
や
『
千せ
ん
き
ん
ほ
う

金
方
』
な
ど
の
医
書
を
そ

れ
ぞ
れ
撰
し
た
。
こ
の
二
人
の
中
国
名
医
の
話
は
、『
戒か
い
せ
つ殺
物も
の
が
た
り
語
・
放
ほ
う
じ
ょ
う生

物も
の
が
た
り

語
』
の
巻
四
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

『
戒
殺
物
語
・
放
生
物
語
』
は
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
刊
行
の
、
浅

井
了
意
作
と
さ
れ
る
四
巻
の
仮
名
草
子
で
あ
る
。
そ
の
中
に
お
い
て
、
孫

思
邈
は
、
牧
童
か
ら
蛇
を
助
け
、
薬
を
傷
に
塗
っ
て
草
に
放
っ
た
た
め
、

竜
宮
に
招
か
れ
て
名
方
の
伝
授
を
受
け
た
。
ま
た
陶
弘
景
は
、
先
に
天
に

昇
っ
た
弟
子
桓か
ん
が
い闓
よ
り
、
仙
人
に
な
れ
な
い
理
由
は
、
著
書
の
本ほ
ん
ぞ
う草
経き
ょ
うに

魚
・
鳥
・
虫
な
ど
の
生
類
を
薬
と
し
た
た
め
で
あ
っ
た
と
知
ら
さ
れ
、
草

木
に
薬
種
を
変
え
る
こ
と
で
、仙
術
を
悟
っ
て
天
上
に
の
ぼ
っ
た
と
あ
る
。

陶
弘
景
・
孫
思
邈
の
逸
話
は
、
史
書
、
医
学
書
、
類
書
な
ど
に
多
数
あ

る
も
の
の
、
上
述
し
た
話
は
、
二
人
の
伝
記
を
収
録
し
た
正
史
な
ど
に
は

見
ら
れ
な
い
。
従
来
の
研
究
で
は
、『
戒
殺
物
語
・
放
生
物
語
』
に
収
め

ら
れ
て
い
る
こ
の
二
人
の
名
医
の
話
は
、
明
・
袾し
ゅ

宏こ
う

「
戒か
い
せ
つ殺
放ほ
う
じ
ょ
う生
文も
ん

」

及
び『
太た
い
へ
い平

広こ

う

き記
』が
出
典
、あ
る
い
は
出
典
不
明
か
と
も
さ
れ
て
い
る
が
、

ま
だ
検
討
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
本
発
表
で
は
、
ま
ず

陶
弘
景
・
孫
思
邈
に
関
す
る
説
話
を
整
理
し
、
そ
の
系
譜
を
明
ら
か
に
し

た
う
え
で
、
善
書
と
の
関
わ
り
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
『
戒
殺
物
語
・

放
生
物
語
』
に
お
け
る
当
該
話
に
注
目
し
、
善
書
『
迪て
き

吉き
つ
ろ
く録

』
と
の
関
係

を
指
摘
す
る
。
最
後
に
、
名
医
の
利
益
と
反
転
と
い
う
意
図
的
な
対
比
の

説
き
方
や
、
浅
井
了
意
と
善
書
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。

近
世
玉
藻
前
説
話
に
お
け
る
『
勧
化
白
狐
通
』
の
位
置

―
―
先
行
狐
譚
の
継
承
と
発
展
に
着
目
し
て
―
―

早
稲
田
大
学
招
聘
研
究
員
　
馮
　
　
　
超
　
鴻

玉
藻
前
説
話
の
発
生
は
御
伽
草
子
「
玉
藻
の
草
子
」
に
遡
る
が
、
近
世

に
至
る
と
内
容
的
に
さ
ら
に
変
貌
し
て
い
く
。
近
世
の
そ
の
作
品
群
に
お

い
て
は
、『
勧か
ん

化げ

白び
ゃ
っ

狐こ

通つ
う

』（
僧
単
潮
海
誉
著
・
明
和
三
年
〈
一
七
六
六
〉

刊
）
が
、
い
わ
ゆ
る
承
前
啓
後
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
本
発

表
で
は
本
作
が
如
何
に
従
来
の
狐
譚
を
継
承
し
つ
つ
、
新
規
に
独
自
の
発

展
を
成
し
遂
げ
た
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

物
語
の
構
造
に
つ
い
て
、
本
作
の
著
者
は
「
玉
藻
の
草
子
」
を
継
承
す

る
一
方
、
天
竺
部
分
の
叙
述
を
本
朝
部
分
と
ほ
ぼ
同
量
に
増
幅
さ
せ
、
三

国
物
の
重
要
な
膨
ら
み
を
試
み
る
意
欲
を
示
す
。
ま
た
、
登
場
人
物
に
も

「
玉
藻
の
草
子
」
と
異
な
る
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
を
付
与
す
る
。
具
体
的
に



中
国
笑
話
の
和
刻
本
が
江
戸
の
小
咄
や
落
語
に
刺
激
を
与
え
た
こ
と

は
、
石
崎
又
造
が
い
ち
早
く
注
目
し
、『
刪
笑
府
』
と
平
賀
源
内
の
関

係
も
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
編
者
の
施
訓
を
通
し
て
『
笑
府
』
和

刻
本
の
特
徴
を
述
べ
た
一
連
の
川
上
陽
介
（「『
笑
府
』
三
種
比
較
攷
」、

一
九
九
九
年
）
を
は
じ
め
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
る
。
発
表
者
も
中
国
笑

話
が
和
刻
本
を
通
し
て
漢
文
体
笑
話
に
翻
案
さ
れ
た
表
現
の
様
相
に
注
目

し
て
論
じ
た
（『
説
話
文
学
研
究
』
五
七
号
、
二
〇
二
二
年
）。

従
来
の
研
究
で
は
和
刻
小
本
と
『
刪
笑
府
』
と
の
接
点
が
な
い
と
論
じ

ら
れ
て
き
た
が
、
藪
医
者
の
話
題
を
収
め
た
方ほ
う
じ
ゅ
つ
ぶ

術
部
は
和
刻
本
の
間
で
唯

一
共
通
す
る
部
類
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
発
表
で
は
方
術
部
を
俎
上
に
あ

げ
、
各
編
者
の
医
学
笑
話
へ
の
関
心
を
考
察
し
、
中
国
の
笑
話
が
い
か
に

日
本
の
笑
話
を
豊
か
に
し
た
か
を
論
じ
る
。
そ
の
結
果
、『
刪
笑
府
』
で

は
医
療
事
故
を
扱
っ
た
作
品
が
見
ら
れ
ず
、
他
の
二
種
に
表
さ
れ
た
藪
医

者
像
と
大
い
に
異
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
他
の
二
種
は
様
々
な
藪
医
者

の
話
を
集
め
た
た
め
、
後
世
に
与
え
た
影
響
が
大
き
く
、
類
話
が
多
く
産

出
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

は
『
通
俗
武
王
軍
談
』
や
明
代
の
小
説
集
『
狐こ

媚び

叢そ
う 

談だ
ん

』
の
滋
養
を
吸
収
し
、

玉
藻
前
と
安あ
べ
の
や
す
な
り

倍
泰
成
と
の
論
争
、
及
び
術
比
べ
の
話
題
を
添
加
す
る
。
ま

た
、『
簠ほ
き
し
ょ
う

簋
抄
』
な
ど
を
利
用
し
て
斑は
ん

足ぞ
く

王お
う

の
叙
述
に
新
味
を
加
え
る
。

近
世
の
玉
藻
前
説
話
の
変
容
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
、
本
作
に
現
れ

た
狐
変
妖
婦
の
系
譜
の
推
移
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
。「
玉
藻
の
草
子
」

で
は
妖
狐
が
「
塚
の
神
↓
褒ほ
う

姒じ

↓
玉
藻
前
」
の
順
に
変
転
す
る
が
、
本
作

で
は
妹ば

っ

き喜
・
妲だ

っ

き己
・
花か

陽よ
う

夫ふ

人じ
ん

を
加
え
、「
妹
喜
↓
妲
己
↓
花
陽
夫
人
↓

褒
姒
↓
玉
藻
前
」
の
新
た
な
系
譜
を
創
出
す
る
。
本
発
表
で
は
、
本
作
の

著
者
が
当
時
の
妲
己
の
話
譚
の
流
伝
す
る
な
か
、『
通
俗
武
王
軍
談
』
の

影
響
を
強
く
受
け
、
褒
姒
・
玉
藻
前
に
妹
喜
・
妲
己
を
連
綴
さ
せ
た
と
考

察
す
る
。

和
刻
本
『
笑
府
』
三
種
の
比
較
を
め
ぐ
っ
て

　
―
―
藪
医
者
の
笑
話
を
中
心
に
―
―

中
国
人
民
大
学
外
国
語
学
院
（
院
）　
粟
　
野
　
友
　
絵

京
坂
が
中
心
で
あ
っ
た
咄
本
は
、
十
八
世
紀
後
半
に
は
江
戸
に
移
っ
て

黄
金
期
を
迎
え
た
。そ
の
背
後
に
あ
る
中
国
笑
話
集『
笑し
ょ
う
ふ府
』（
馮ふ
う

夢ぼ
う

竜り
ゅ
う

編
）

お
よ
び
そ
の
和
刻
本
三
種
、す
な
わ
ち
和
刻
半
紙
本
『
笑
府
』（
編
者
不
明
、

一
七
六
八
年
）、和
刻
小
本
『
笑
府 

初
編
』（
懞も
う
ど
う懂
斎さ
い

主し
ゅ
じ
ん人
訳
、一
七
六
八
年
）

と
和
刻
本
『
刪さ
ん
し
ょ
う
ふ

笑
府
』（
風
来
山
人
編
、
一
七
七
六
年
）
に
改
め
て
注
目

し
た
い
。



形
成
も
確
認
す
る
。
青
本
『
童わ
ら
ん
べ
は
し
か

麻
疹
の
後あ
と

』（
鳥と
り
い
き
よ
な
が

居
清
長
画
、奥
村
源
六
板
、

安
永
五
年
〈
一
七
七
六
〉
刊
）
で
存
在
が
否
定
さ
れ
る
麻
疹
神
の
登
場
は
、

文
政
七
年
流
行
時
の
種
々
の
戯
作
を
待
つ
こ
と
に
な
る
。

以
上
、
病
気
見
舞
い
絵
本
に
お
け
る
疱
瘡
神
を
追
い
、
医
療
の
移
り
変

わ
り
に
よ
る
人
々
の
意
識
の
変
化
や
、
棚
橋
正
博
『
黄
表
紙
総
覧
』
後
編

（
一
九
八
九
年
）
が
言
う
疱
瘡
絵
本
と
麻
疹
流
行
の
関
係
の
深
さ
を
看
取

し
つ
つ
、資
料
の
残
存
が
幕
末
に
偏
る
疱
瘡
絵
研
究
の
知
見
を
補
い
た
い
。

百
首
歌
・
題
詠
・
画
中
歌
・
絵
入
本
の
Ｔ
Ｅ
Ｉ
マ
ー
ク
ア
ッ

プ
の
試
み

―
―
天
和
三
年
刊
・
菱
川
師
宣
画
『
絵
入
藤
川
百
首
』
を

例
と
し
て
―
―国

文
学
研
究
資
料
館
特
任
助
教
　
幾
　
浦
　
裕
　
之

定
家
作
と
も
仮
託
と
も
い
わ
れ
る
『
藤
川
百
首
』
は
多
く
の
伝
本
と
注

釈
が
あ
る
。
し
か
し
検
索
で
き
る
の
は
御
所
本
六
家
集『
拾し
ゅ
う
い遺

愚ぐ

草そ
う

』、『
藤

川
五
百
首
』、『
続
群
書
類
従
』
の
み
で
各
伝
本
の
研
究
も
少
な
い
。
　

本
発
表
で
は
、
菱ひ
し
か
わ
も
ろ
の
ぶ

川
師
宣
が
個
人
の
百
首
に
歴
史
的
歌
意
絵
を
付
し
た

唯
一
の
作
品
で
あ
る
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
刊
『
絵
入
藤
川
百
首
』
の

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
を
Ｔ
テ
ィ
ー
イ
ー
ア
イ

Ｅ
Ｉ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
拠
っ
て
記
述
し
、

紙
媒
体
や
Ｐ
Ｄ
Ｆ
と
は
異
な
る
翻
刻
方
法
を
提
示
す
る
。
Ｔ
Ｅ
Ｉ
は
人
文

学
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
テ
キ
ス
ト
の
各
要
素
の
意
味
を
、
機
械
が
認
識
で

江
戸
の
病
気
見
舞
い
本
に
み
る
疱
瘡
神
と
麻
疹
神

　
―
―
歌
川
国
芳
「
鎮
西
八
郎
為
朝
・
疱
瘡
神
」
図
を
視
野
に
―
―

慶
應
義
塾
大
学
　
津
　
田
　 

眞
　
弓

歌う
た
が
わ
く
に
よ
し

川
国
芳
「
鎮
西
八
郎
為
朝
・
疱
瘡
神
」
図
（
嘉
永
四
年
〈
一
八
五
一
〉

刊
か
、
万
屋
吉
兵
衛
板
）
に
は
、
源
為
朝
と
、
そ
の
前
に
跪
く
老
婆
と
赤

い
餅
に
か
じ
り
つ
く
赤
い
頭
巾
に
赤
い
着
物
の
子
供
、
擬
人
化
さ
れ
た
疱

瘡
関
連
の
玩
具
た
ち
が
描
か
れ
る
。
疱
瘡
を
め
ぐ
る
日
本
の
習
俗
や
文
化

を
広
く
伝
え
た
Ｈ
・
Ｏ
・
ロ
ー
テ
ル
ム
ン
ド
『
疱
瘡
神
』（
一
九
九
五
年
）

の
口
絵
に
使
わ
れ
た
疱
瘡
を
巡
る
文
化
を
象
徴
す
る
一
図
で
、
お
そ
ら
く

こ
の
書
を
起
点
に
、
老
婆
と
赤
い
着
物
の
子
供
を
疱
瘡
神
と
見
な
す
見
解

が
民
俗
史
・
医
学
史
・
美
術
史
で
も
見
ら
れ
、
一
般
に
も
流
布
し
て
い
る
。

し
か
し
、
花
咲
一
男
『
疱
瘡
絵
本
集
』（
一
九
八
一
年
）、
板
坂
則
子
・
高

橋
雅
樹
「
疱
瘡
本
小
考
」（『
江
戸
の
文
事
』
所
収
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
連

な
り
疱
瘡
絵
本
を
読
み
解
く
と
、
国
芳
の
こ
の
図
は
、
疱
瘡
神
の
老
婆
と

玩
具
た
ち
が
罹
患
し
た
子
供
に
付
き
添
い
、
そ
の
健
康
と
行
く
末
を
為
朝

に
願
う
場
面
に
見
え
る
。

本
発
表
で
は
、
十じ
っ
ぺ
ん
し
ゃ
い
っ
く

返
舎
一
九
作
・
貞て

い

し之
画
『
疱
瘡
請
合
軽か
る
く
ち
ば
な
し

口
噺
』（
享
和

三
年
〈
一
八
〇
三
〉刊
か
、駿
河
屋
半
兵
衛
板
）
な
ど
紅
摺
の
疱
瘡
絵
本
や
、

他
領
域
で
は
看
過
さ
れ
て
き
た
紅
摺
以
外
の
見
舞
い
に
用
い
ら
れ
た
と
思

し
い
草
双
紙
を
踏
ま
え
、
疱
瘡
神
や
罹
患
し
た
子
供
の
姿
を
追
う
。
こ
れ

に
よ
り
国
芳
図
の
解
釈
を
訂
正
し
、
か
つ
見
舞
い
本
に
お
け
る
麻
疹
神
の



真
を
示
し
て
絵
の
対
応
関
係
を
指
摘
し
、
芭
蕉
が
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
画

巻
で
ど
こ
の
何
を
描
こ
う
と
し
た
か
、
新
た
に
検
討
を
加
え
る
。『
野
ざ

ら
し
紀
行
』
画
巻
二
本
（
福
田
本
・
三
康
本
）
の
成
立
時
期
に
は
大
き
く

分
け
て
貞
享
後
期
説
と
元
禄
六
年
頃
説
が
あ
る
が
、
粉
本
の
存
在
に
よ
っ

て
、
元
禄
三
年
よ
り
前
の
成
立
で
は
有
り
得
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。

ま
た
、
二
本
の
画
巻
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
素そ

ど

う堂
の
文
章
が
付
属
す
る
。
内

容
の
検
討
を
通
じ
て
、
福
田
本
の
そ
れ
（
素
堂
自
筆
）
は
画
巻
成
立
以
後

の
執
筆
、
三
康
本
の
そ
れ
（
他
筆
）
は
貞
享
二
年
四
月
の
芭
蕉
江
戸
帰
還

か
ら
間
も
な
い
頃
の
執
筆
だ
っ
た
こ
と
を
推
測
す
る
。

従
来
の
研
究
の
根
底
に
は
、『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
画
巻
は
芭
蕉
の
主
導

に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
と
す
る
見
方
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
の
状
況

を
踏
ま
え
る
と
、
絵
画
の
得
意
な
門
人
・
濁じ
ょ
く
し子

（
中
川
氏
、
大
垣
藩
江
戸

詰
留
守
居
役
）
が
画
巻
制
作
を
提
案
し
て
下
書
き
を
芭
蕉
に
依
頼
、
そ
れ

に
応
じ
て
芭
蕉
が
福
田
本
を
制
作
し
、
濁
子
が
精
彩
を
加
え
な
が
ら
絵
を

模
写
し
て
三
康
本
が
成
っ
た
と
見
ら
れ
る
（
た
だ
し
本
文
は
他
筆
）。
そ

れ
に
ま
た
、両
画
巻
の
成
立
を
元
禄
六
年
頃
と
見
る
と
『
お
く
の
ほ
そ
道
』

の
編
集
時
期
と
非
常
に
近
接
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
二
つ
の
紀
行
の
連

続
性
な
い
し
相
互
関
係
が
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
る
。

き
る
よ
う
に
す
る
方
法
を
議
論
す
る
協
会
で
あ
り
、
そ
こ
で
制
定
さ
れ
た

符ふ

ご

う

か

号
化
の
ル
ー
ル
で
あ
る
。
符
号
化
と
は
、
題
名
で
あ
れ
ば<title>

藤

川
百
首</title>

の
よ
う
に
、
各
要
素
の
前
後
を
タ
グ
と
い
う
記
号
で
囲

み
、
資
料
の
各
情
報
の
意
味
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。
人
間
の
視
認
性
を
保

ち
つ
つ
、
機
械
が
分
か
る
言
語
に
古
典
と
書
誌
学
を
翻
訳
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

古
典
籍
や
本
文
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
で
、
紙
面
の
物
理
的
制
約
に

し
ば
ら
れ
ず
、
古
典
籍
が
持
つ
豊
富
な
情
報
と
諸
関
係
を
省
略
す
る
こ
と

な
く
記
述
す
る
。
百
首
歌
の
構
造
や
題
詠
表
現
、
和
歌
と
挿
絵
、
参
考
歌

や
画が
ち
ゅ
う
か

中
歌
、
本
文
と
書
き
入
れ
な
ど
と
の
複
合
的
な
諸
関
係
を
、
デ
ジ
タ

ル
上
で
可
視
化
す
る
。
中
世
的
な
題
詠
表
現
が
絵
入
本
と
な
る
こ
と
で
、

題
詠
が
実
詠
と
し
て
表
象
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
、
さ
ら
に
読
者
に
よ
っ
て
注

が
書
き
入
れ
ら
れ
て
ゆ
く
、
近
世
の
複
層
的
な
古
典
享
受
を
考
察
す
る
。

本
発
表
で
は
日
本
古
典
籍
の
書
誌
、
本
文
情
報
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
国

際
的
に
公
開
す
る
上
で
の
可
能
性
と
、今
後
の
課
題
に
つ
い
て
提
示
す
る
。

『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
画
巻
に
つ
い
て

東
洋
文
庫
研
究
員
　
深
　
沢
　
眞
　
二

福
田
美
術
館
新
収
蔵
の
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
芭
蕉
自
画
自
筆
本
の
東
海

道
に
属
す
る
絵
は
、
元
禄
三
年
序
・
初
刊
の
、
遠
近
道
印
著
、
菱
川
吉
兵

衛
師も
ろ
の
ぶ宣
画
『
東
海
道
分
間
絵
図
』
を
粉
本
と
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
写



素
龍
関
連
の
『
奥
の
細
道
』
写
本
を
め
ぐ
っ
て

中
部
大
学
　
岡
　
本
　
　
　
聡

こ
の
ほ
ど
素
龍
に
関
連
す
る
『
奥
の
細
道
』
の
写
本
を
入
手
し
た
。
本

書
に
は
、
西
村
本
、
柿か
き
も
り衞
本
及
び
明
和
寛
政
の
版
本
の
み
が
有
す
る
素そ
り
ゅ
う龍

の
「
元
禄
七
年
初
夏
」
の
跋
文
の
原
型
と
も
考
え
ら
れ
る
跋
文
が
「
元
禄

七
年
初
春
」
の
年
記
と
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
曽
良
本
の
表
記

を
一
部
残
し
な
が
ら
も
、
半
分
は
既
に
西
村
本
と
重
な
る
表
記
が
確
認
出

来
、
更
に
一
部
に
柿
衞
本
と
も
重
な
る
表
記
が
散
見
さ
れ
る
。
本
文
に
は

素
龍
清
書
本
か
ら
の
誤
記
と
も
考
え
ら
れ
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
る
。

本
書
は
「
桜
よ
り
松
は
二
木
を
三
月
越
し
」
句
ま
で
の
本
文
の
書
写
と
、

そ
れ
以
後
の
句
の
み
の
抜
粋
、
素
龍
の
跋
文
か
ら
成
る
墨
付
十
丁
半
の
仮

綴
じ
半
紙
本
で
あ
る
。
本
書
の
存
在
は
、
自
筆
本
の
成
立
を
元
禄
六
年
四

月
下
旬
と
す
る
上
野
洋
三
氏
の
説
と
も
、
元
禄
六
年
初
秋
の
盆
過
ぎ
か
ら

初
冬
（
十
月
初
旬
）
に
か
け
て
と
す
る
今
栄
蔵
氏
の
説
と
も
矛
盾
し
な
い
。

元
禄
六
年
十
月
初
旬
か
ら
十
二
月
末
頃
ま
で
に
補
訂
書
き
入
れ
が
行
わ
れ

た
曽
良
本
は
、
そ
の
後
素
龍
に
手
渡
さ
れ
、
第
一
次
素
龍
清
書
本
が
元
禄

七
年
初
春
ま
で
に
成
立
し
て
い
た
も
の
と
類
推
さ
れ
る
。
す
る
と
二
月
下

旬
頃
、
芭
蕉
が
依い

す

い水
に
見
せ
た
と
想
定
さ
れ
る
も
の
は
、
従
来
言
わ
れ
て

い
た
自
筆
本
で
は
な
く
、
本
書
の
元
で
あ
る
第
一
次
素
龍
清
書
本
だ
っ
た

可
能
性
も
指
摘
出
来
る
。
そ
の
後
、
元
禄
七
年
初
夏
（
四
月
末
頃
）
に
第

二
次
素
龍
清
書
本
と
も
言
え
る
西
村
本
が
作
成
さ
れ
た
後
、
芭
蕉
は
五
月

十
一
日
に
そ
の
西
村
本
を
携
え
て
最
後
の
旅
で
あ
る
関
西
に
旅
立
っ
た
。

本
書
の
出
現
で
、
西
村
本
作
成
前
の
段
階
の
空
白
を
補
う
事
が
出
来
、

そ
の
成
立
過
程
の
一
端
を
窺
い
知
る
事
が
出
来
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
猿
蓑
』
発
句
部
の
再
検
討

和
洋
女
子
大
学
　
佐
　
藤
　
勝
　
明

芭
蕉
が
監
修
役
と
な
っ
た
去
来
・
凡
兆
編
『
猿
蓑
』（
元
禄
四
年
刊
）
は
、

「
俳
諧
の
古
今
集
」と
も
呼
ば
れ
て
評
価
が
高
い
。そ
の
所
以
を
知
ろ
う
と
、

発
句
部
の
読
解
を
続
け
て
見
え
て
き
た
の
は
、
配
列
が
本
書
の
達
成
を
支

え
る
鍵
だ
と
い
う
こ
と
。
李
由
・
許
六
編
『
宇
陀
法
師
』（
元
禄
十
五
年

刊
）「
誹
諧
撰
集
法
」
の
「
当
時
俳
諧
の
集
、前
後
の
つ
ゞ
き
肝
要
也
」「
集

は
第
一
も
や
う
也
」
と
い
っ
た
記
述
も
想
起
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
本
書
は

ま
さ
し
く
「
つ
ゞ
き
」
に
よ
る
「
も
や
う
」
を
重
視
し
た
撰
集
で
あ
る
と

実
感
す
る
。
と
こ
ろ
が
、『
俳
文
学
大
辞
典
』
等
を
広
く
見
わ
た
し
て
も
、

こ
の
点
を
指
摘
し
た
も
の
は
ほ
ぼ
皆
無
と
言
っ
て
よ
い
。

そ
こ
で
、
本
発
表
で
は
具
体
的
に
数
箇
所
の
句
群
を
取
り
上
げ
、
そ
の

「
つ
ゞ
き
」
に
よ
る
「
も
や
う
」
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
従
来
の
『
猿
蓑
』

観
に
不
足
が
あ
る
（
す
な
わ
ち
、
発
句
部
の
醍
醐
味
は
配
列
の
妙
に
あ
る

と
言
及
す
べ
き
で
あ
る
）
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
と
に
、
冬
・
秋
の
部
に

は
「
さ
び
」
の
美
が
託
さ
れ
、
春
・
夏
の
部
に
は
「
か
る
み
」
の
萌
芽
が

見
ら
れ
、『
猿
蓑
』
発
句
部
の
本
領
は
前
者
に
あ
る
の
だ
と
す
る
、
半
ば



シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
要
旨

大
田
南
畝
の
没
後
二
百
年
を
記
念
し
て
、
大
田
南
畝
を
語
る
と
い
う

テ
ー
マ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
。

大
田
南
畝
は
覃
、
直
次
郎
、
四
方
赤
良
、
蜀
山
人
、
杏
花
園
、
寝
惚
先

生
の
名
で
語
り
語
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。
平
賀
源
内
は
「
鳴
呼
、
寝
惚
子

か
。始
め
て
と
も
に
戯た

わ

け家
を
言
ふ
べ
き
の
み
。語
に
曰
く
、馬
鹿
孤
な
ら
ず
、

必
ず
隣
あ
り
。
目
の
寄
る
と
こ
ろ
晴た
ま

が
寄
る
と
」
と
語
り
（『
寝
惚
先
生

文
集
』
序
）、
上
田
秋
成
は
「
知
己
と
云
ふ
は
必
ず
よ
く
文
を
弄
ぶ
人
に

あ
ら
ず
。
文
の
意
を
知
り
て
問
ひ
か
わ
す
人
な
り
。
東
都
に
南
畝
子
と
い

ふ
人
あ
り
、
我
を
知
る
人
な
り
」
と
語
り
（『
胆
大
小
心
録
』）、
永
井
荷

風
は
「
独
り
南
畝
の
声
名
に
至
つ
て
は
、
江
戸
の
学
術
風
流
倶と
も

に
斉ひ
と

し
く

蕩と
う
ぜ
ん然

た
ら
ん
と
す
る
の
今
日
、
依
然
と
し
て
そ
の
生
前
に
異
る
と
こ
ろ
な

し
」
と
語
り
（「
葷
齋
漫
筆
」）、
石
川
淳
は
「
天
明
狂
歌
に
於
け
る
蜀
山

の
位
置
は
、
元
禄
の
俳
諧
に
於
け
る
芭
蕉
の
そ
れ
に
当
り
、
ま
た
、
萬
歳

狂
歌
集
の
撰
者
た
る
か
れ
の
位
置
は
、
古
今
集
の
撰
者
た
る
貫
之
の
そ
れ

に
当
る
」
と
語
っ
た
（「
江
戸
人
の
発
想
法
に
つ
い
て
」）。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
第
１
部
で
幕
臣
と
し
て
の
南
畝
と
文
事
、
日

常
、
周
囲
の
人
々
と
の
交
流
に
つ
い
て
論
じ
、
第
２
部
で
従
来
説
か
れ
る

こ
と
が
な
か
っ
た
視
点
と
し
て
、
上
方
か
ら
見
た
南
畝
と
い
う
逆
照
射
、

石
川
淳
の
言
説
で
は
な
く
作
品
の
中
に
見
え
る
南
畝
の
影
を
捉
え
る
試
み

な
ど
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
南
畝
を
語
り
た
い
。

定
説
化
し
た
把
握
（
島
津
忠
夫
「『
猿
蓑
』
の
一
考
察
」
等
）
に
も
、
こ

の
作
業
を
通
し
て
疑
念
が
生
じ
て
き
た
。
季
節
に
よ
っ
て
詠
み
方
は
異
な

る
と
い
う
見
解
（『
三
体
和
歌
』
等
）
や
元
禄
三
・
四
年
の
芭
蕉
書
簡
な
ど

を
援
用
し
、
芭
蕉
ら
が
本
書
の
冬
・
秋
に
重
き
を
置
い
て
「
さ
び
」
を
打

ち
出
し
た
と
は
言
え
な
い
こ
と
を
明
示
し
つ
つ
、
そ
も
そ
も
定
義
の
曖
昧

な
術
語
（
こ
と
に
「
か
る
み
」）
を
当
て
は
め
る
読
み
方
か
ら
は
離
れ
、『
猿

蓑
』
を
そ
の
ま
ま
一
書
と
し
て
読
む
べ
き
こ
と
を
提
唱
す
る
。



旗
本
文
人
の
領
域
―
寛
政
二
年
の
大
田
南
畝

成
城
大
学
　
宮
　
崎
　
修
　
多

江
戸
中
期
以
後
の
幕
府
旗
本
の
中
に
は
、
い
わ
ゆ
る
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト

の
域
を
超
え
る
文
事
の
才
を
発
揮
し
た
人
物
が
多
く
居
た
。
そ
の
中
で
鈴

木
松
之
助
善
政
な
る
知
ら
れ
ざ
る
人
物
と
大
田
南
畝
と
の
交
流
を
こ
こ
で

は
取
り
上
げ
る
。
鈴
木
は
小
納
戸
七
百
石
の
布
衣
で
文
化
六
年
に
没
す
る

が
、
一
歳
年
下
の
南
畝
と
は
安
永
期
か
ら
没
年
ま
で
、
そ
の
日
常
的
な
親

し
さ
に
変
化
は
な
か
っ
た
。芙
蓉
館
と
称
す
る
鈴
木
の
邸
で
は
井
上
金
峨
、

大
田
錦
城
な
ど
折
衷
学
者
ら
と
の
面
識
を
得
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
こ
こ

で
の
詩
会
に
お
い
て
白
居
易
を
は
じ
め
宋
詩
、
清
詩
な
ど
、
古
文
辞
派
で

は
あ
ま
り
推
奨
さ
れ
な
か
っ
た
詩
人
た
ち
の
詠
を
議
論
し
た
こ
と
が
注
目

に
値
す
る
。
そ
の
事
の
南
畝
詩
へ
の
影
響
、
さ
ら
に
は
そ
う
し
た
文
学
的

な
拡
が
り
を
演
出
し
た
旗
本
文
人
の
役
割
を
考
え
、
議
論
の
端
緒
と
し
た

い
。

〈
第
２
部
〉

上
方
か
ら
見
た
大
田
南
畝

日
本
女
子
大
学
　
福
　
田
　
安
　
典

享
和
元
年
か
ら
二
年
に
か
け
て
大
田
南
畝
は
大
坂
に
い
て
、
上
田
秋
成

や
木
村
蒹
葭
堂
ら
と
交
流
を
持
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
蜀
山
人
の

名
乗
り
に
も
住
友
銅
山
と
の
関
わ
り
が
説
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
在
阪
時

ま
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
続
く
討
論
で
は
、
特
定
領
域
や
時
代
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
自
由
に
多
方
面
か
ら
の
南
畝
を
語
る
声
を
期
待
す
る
。

〈
第
１
部
〉

寛
政
十
一
年
の
幕
臣
文
化
圏
の
一
員
と
し
て
の
大
田
南
畝

―
―
附
・『
ひ
と
も
と
草
』
伝
未
詳
作
者
考
―
―

広
島
大
学
　
久
保
田
　
啓
　
一

寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
正
月
二
十
七
日
、
大
田
南
畝
は
孝
行
奇
特

者
取
調
御
用
方
へ
の
出
役
を
拝
命
し
、
後
に
『
孝
義
録
』
と
し
て
結
実
す

る「
孝
行
奇
特
者
」の
伝
記
執
筆
を
文
筆
活
動
の
中
心
に
置
く
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
の
作
業
の
合
間
に
、
伝
記
の
文
体
の
書
き
分
け
を
「
宛
丘
伝
」
で

試
み
た
り
、和
文
の
会
を
開
催
し
て
諸
家
の
和
文
を
取
り
纏
め
、後
に
『
ひ

と
も
と
草
』
と
し
て
纏
め
た
り
と
、
公
務
に
関
わ
る
文
事
を
意
欲
的
に
展

開
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

今
回
の
発
表
で
は
、『
ひ
と
も
と
草
』
に
収
録
さ
れ
る
諸
編
の
作
者
の

中
で
「
伝
未
詳
」
と
さ
れ
て
き
た
、
藤
は
ら
の
安
民
、
元
如
、
守
正
、
平

の
信
行
、
上
條
八
太
郎
の
素
性
の
考
証
を
試
み
、
彼
ら
が
幕
臣
と
し
て
ど

の
よ
う
に
文
事
に
携
わ
っ
た
か
を
検
証
し
た
う
え
で
、
南
畝
が
彼
ら
に
和

文
の
会
へ
の
参
加
を
慫
慂
し
た
必
然
性
を
推
測
す
る
。
そ
の
作
業
を
通
し

て
、
南
畝
を
当
時
の
幕
臣
文
化
圏
の
な
か
に
正
当
に
位
置
付
け
る
た
め
の

見
通
し
を
立
て
た
い
。



な
し
」
シ
リ
ー
ズ
と
の
違
い
は
、
南
畝
が
漢
詩
文
と
戯
作
の
書
き
分
け
に

見
せ
た
あ
り
方
に
重
ね
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
石
川
の
南
畝
へ
の
傾
倒
に

つ
い
て
、
天
明
期
の
狂
歌
に
関
し
て
は
存
分
に
語
ら
れ
て
来
た
。
こ
こ
で

は
南
畝
の
戯
作
、
特
に
黄
表
紙
、
咄
本
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
。

代
の
南
畝
に
つ
い
て
は
名
所
観
光
や
交
遊
な
ど
の
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て

き
た
が
、
江
戸
っ
子
で
あ
っ
た
た
め
に
浜
田
義
一
郎
の
「
彼
に
と
っ
て
大

阪
の
人
情
風
俗
は
快
い
も
の
で
は
な
か
つ
た
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
評

価
も
あ
る
。
と
こ
ろ
が
大
阪
側
か
ら
南
畝
を
見
て
み
る
と
、
秋
成
が
「
長

崎
役
に
て
二
度
出
た
れ
し
時
も
大
坂
に
在
て
た
い
め
す
。
旅
館
は
幕
を
は

ら
せ
、
台
ち
や
う
ち
ん
二
基
、
お
め
み
へ
以
上
の
格
と
ぞ
」（『
胆
大
小
心

録
』）
と
語
る
よ
う
な
憧
憬
で
見
ら
れ
る
側
面
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
本
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
南
畝
の
見
た
上
方
で
は
な
く
、
上
方
か
ら
見
た
南
畝

と
い
う
視
点
か
ら
大
坂
を
中
心
に
整
理
し
て
、
こ
の
問
題
に
、
田
宮
仲
宣
、

荒
井
鳴
門
、
大
坂
で
売
り
出
さ
れ
た
蜀
山
人
煎
餅
、
平
野
狂
歌
壇
、
鳴
門

の
門
下
生
の
大
塩
正
路
の
南
畝
思
慕
な
ど
を
取
り
上
げ
て
再
検
討
す
る
。

石
川
淳
の
「
お
と
し
ば
な
し
」
と
南
畝
の
戯
作

立
正
大
学
（
非
）　
宮
　
内
　
淳
　
子

戦
後
す
ぐ
に
石
川
淳
は
「
焼
跡
の
イ
エ
ス
」（
一
九
四
六
）
の
よ
う
な
、

当
時
の
風
俗
に
聖
書
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
て
混
沌
か
ら
の
出
発
を
示
す
代

表
作
を
生
ん
だ
。「
お
と
し
ば
な
し
」
シ
リ
ー
ズ
（
一
九
五
〇
年
前
後
）

も
同
時
代
の
中
に
李
白
、
列
子
、
管
仲
、
清
盛
ら
を
置
く
と
い
う
手
法
を

見
せ
て
い
る
が
、
笑
い
の
中
に
同
時
代
へ
の
批
判
意
識
は
あ
る
も
の
の
、

向
う
先
は
オ
チ
で
あ
り
、
読
ま
せ
ど
こ
ろ
は
詩
聖
や
歴
史
上
の
偉
人
ら
が

俗
世
間
に
遊
ぶ
さ
ま
に
あ
る
。
こ
の
「
焼
跡
の
イ
エ
ス
」
と
「
お
と
し
ば
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